
気候変動適応情報プラットフォーム
WebGIS 機能 操作ガイド
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例えば
「東京」をクリックしてください．

1. WebGISトップページ
はじめに，閲覧したい都道府県を選択します．
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WebGISトップページで選択した都道府県を中心に，地図が表示されます．
※ 離島部分は初期表示範囲に含まれないことがあります．マウス操作により地図を移動し，表示してください．

表示項目で選択
した分野，
気候・影響指標，
気候モデル，
排出シナリオ，
対象期間等の
データが地図上
に表示されます．

透過度を調節す
ることで，背景
の地図を透かし
て表示すること
ができます．

地図の拡大縮小

凡例の
表示・非表示
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2. 都道府県のページ「マップ」



「説明」タブに切り替えると，表示項目に関する説明が表示されます．
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2. 都道府県のページ「マップ」

「説明」タブに切り替
えると，表示項目に
関する説明が
表示されます．



「画面分割」で「x2」または「x4」を選択すると，複数（2個または4個）の地図が
同時に表示されます．
この機能を使えば，モデル，排出シナリオ等による違いを比較できます．

ここで分割数を
選択します．

チェックすると，
分割表示時に
地図間で
表示位置が
同期されます．
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2. 都道府県のページ「マップ」－分割表示－

※ 4分割の例．異なる気候モデルについて，同じ排出シナリオで比較．



「地図情報表示」の「3.背景地図」で，「白地図」，「標準地図」等の地理院タイルを
背景として表示可能です．
また，「1～2.参考情報」で，その他の地理院タイルや，国土数値情報を表示可能です．
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地理院タイル，国土数値情報の一部を，
参照情報・背景地図として重ね合わせ表示できます．
各参照情報・背景地図の詳細は，ヘルプアイコン
（？マーク）をクリックすることで，確認可能です．

2. 都道府県のページ「マップ」－背景地図等の切り替え－



「4.都道府県抽出」で「はい」を選択すると，該当都道府県のデータのみが
表示されます．

「4.都道府県抽出」を「はい」にすることで，
当該県のみのデータ表示が可能です．
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2. 都道府県のページ「マップ」－都道府県抽出－



「4.都道府県抽出」で設定を行うと，任意の複数の都道府県のデータ表示が可能です．

「設定」ボタンから設定を行うことで，
任意の複数の都道府県のデータを
抽出表示することが可能です．

例：東京，埼玉，千葉，神奈川
選択し，「保存」ボタンを押す．

東京，埼玉，千葉，神奈川
のみ表示されます． 8

2. 都道府県のページ「マップ」－都道府県抽出設定（複数地域の表示）－



カラーバーの「設定」ボタンをクリックすると，「カラーバーの変更」ダイアログが
表示されます．

カラーバーの「設定」ボタンをクリックすると，
「カラーバーの変更」ダイアログが表示されます．
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2. 都道府県のページ「マップ」－カラーバー変更－



「カラーバーの変更」ダイアログで各項目を変更し，「保存」ボタンをクリックすると，
変更内容が地図に反映されます．

下限値，上限値の有無を設定します．
チェックを外した場合の表示は，次頁で説明します．
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2. 都道府県のページ「マップ」－カラーバー変更－

該当範囲に色を塗らない
場合，チェックします．

色をRGB値または
HTMLカラーネーム
で指定します．

該当色を塗る値の
範囲を設定します．

凡例に表示するラベルを
設定します．
※ 範囲の値と自動連動はしませ
んので，ご注意ください．

行を追加・削除
します．

カテゴリ値による色分けを行う指標では，
値の範囲ではなく，値を直接指定します．



「カラーバーの変更」ダイアログで「下限値無し」，「上限値無し」のチェックを
外した場合の描画結果は，データの種類によって異なります．
・面的なデータの場合

範囲外の領域は透明となります．
・地点データの場合

範囲外の点は黒色となります．
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2. 都道府県のページ「マップ」－カラーバー変更－

面的なデータ

地点データ



「カラーバーの変更」ダイアログで「ツール」ボタンをクリックすると，「初期設定に
戻す」，「簡易設定」，「インポート/エクスポート」の3種類のアクションが選べま
す．
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2. 都道府県のページ「マップ」－カラーバー変更－

「初期設定に戻す」をクリックすると，カラーバーを最初に変更する前の状態に戻します．
「簡易設定」，「インポート/エクスポート」については，次頁で説明します．



「簡易設定」では，WebGISが用意した表示色を用い，簡単にカラーバー設定を行う
ことが可能です．「インポート/エクスポート」では，変更したカラーバー設定内容の
再利用が可能です．
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2. 都道府県のページ「マップ」－カラーバー変更－

現在のカラーバー設定がテキストで表示されます．
本内容をコピーし，別途テキストファイル等に保存
しておけば，次回以降，本画面に貼り付け，
「設定」ボタンをクリックすることで，
設定を再利用することが可能です．

「表示色」，「最小値」，
「最大値」，「分割数」
を設定し，「設定」
ボタンをクリックする．



「グラフ」タブに切り替えると，該当するグラフが表示されます．
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3. 都道府県のページ「グラフ」



グラフをマウスオーバーすると，詳細データがポップアップ表示されます．
また，凡例をマウスオーバーすると，対応するグラフが強調表示されます．
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3. 都道府県のページ「グラフ」
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グラフ上の線をマウスオーバーすると，
該当する排出シナリオが強調表示されます．



「説明」タブに切り替えると，表示項目に関する説明が表示されます．

「説明」タブに切り替えると説明
が表示されます．
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3. 都道府県のページ「グラフ」



「関連情報」タブに切り替えると，該当する都道府県の「適応に関する計画と情報」，
「気候変動に関する情報」等が表示されます．

リンク先へジャンプ
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4. 都道府県のページ「関連情報」

「関連情報」タブに切り替えると
「適応に関する計画と情報」，
「気候変動に関する情報」等が
表示されます．



お問い合わせ

https://adaptation-platform.nies.go.jp/about/contact.html

18


